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グリーンアリーナ神戸に歌声が響き渡った一日
合資会社ゼンクリエイト　根津  昌彦

　コロナ禍で、
児童、生徒、学
生たちは、本当
に多くの我慢を
強いられてきた。
卒業式が通常
のカタチででき

なかったということは、３月、まだ緊急事態宣
言が発出されていない中での話題であったが、
その後、新入生の入学式中止、休園・休校が続
き、その後次 と々学校行事の中止が決まって
いく。運動会や修学旅行は、春から初夏にか
けての一大行事である学校が多く、なぜ僕た
ち私たちがこんな目にという思いが、ほぼすべ
ての子どもたちが思ったに違いない。
　授業は、オンラインという不慣れな形態でス
タートし、子どもたちはもとより、教育現場に
関わるすべての先生や職員の方々、親御さん
も、すべて手探りで進めていった。クラブ活動
は、春の新入生勧誘活動が大きく制約され、そ
こに追い打ちをかけるように、ほぼすべてのス
ポーツ・文化の分野において、夏の大会・コン
クールの中止という発表が、連日のように新聞
紙面やニュースで知らされ、目標を失った子ど
もたちの涙をたくさん目にしてきた。
　私が理事を務める兵庫県合唱連盟も、３月
の元町一番街商店街ユニクロ前で例年開催
してきた街頭コンサートの中止決定以降、４月
の総会中止（書面による決議）、６月の合唱祭
中止（県下で加盟する２００団体超の大半の
合唱団が演奏を披露しあう、年中行事の中で
最大規模の合唱の祭典）、そして８月の兵庫県
立芸術文化センター大ホールという晴れ舞台
での兵庫県合唱コンクールの中止という苦渋
の選択を重ねてきた。
　高校球児が夏の大会の中止の知らせに３年
生が涙していた頃、全国の中学校高校の合唱
部の３年生もまた、同じように大粒の涙をこぼ
していたのである。新聞の投稿欄には、「大人
たちは夜の街で酒を飲み大声ではしゃいだ結
果、クラスターを発生させてコロナ感染者を増
大させているのに、なぜ僕たちばかりが我慢
をしなければならないのか」といった主張をす
る子どもの声が掲載され、強く考えさせられた

大人も少なくないのではないかと思う。いまこ
そ、私たち大人が部活動を続けてきた中学生
高校生のためにできることはないのか、３年生
の活動を考えた時に受験との兼ね合いなども
何とか調整できるギリギリの時期に歌う機会
をつくってあげることはできないかと、今年度
の連盟行事の中止決定を下しながらも議論を
してきた。
　その結果、神戸市の協力を得て、総合運動
公園内にある４５００人超収容の体育館「グリ
ーンアリーナ神戸」を１日お借りし、９月２６日
（土）に『兵庫県合唱コンペティション』というコ
ロナ禍での合唱イベントを開催することが決
まった。緊急事態宣言の解除と共に、ソーシャ
ルディスタンスを保ちながらのイベント開催に
関するガイドラインが内閣府から発表される
に合わせ、続 と々、全国の文化施設館団体、各
ジャンルの演奏団体連盟組織などが、日常の
活動及び演奏会開催に関するガイドラインを
策定し、活動再開の後押しをしていった。
　学校登校再開のあと、徐々にクラブ活動も
再開する学校が増え始めた頃、この合唱コン
ペティション開催の知らせは、まさに県下の中
学校高校の合唱部にとって、みんな心待ちに
していた朗報であった。兵庫県合唱
連盟内には、コンペティションの企画
運営を練るための実行委員会が現
役の合唱部顧問の先生方を中心に
組織され、オンライン会議を繰り返し
て、当日の運営マニュアルを具体化さ
せていった。
　高校までは大半の学校で対面授
業が再開している中、大学生だけは
前期の授業がほぼオンラインでしか
おこわなれず、学校への立ち入りが
できない日々が続いていた。サークル
活動にも大きな制約がでてしまい、
今回の一大イベントに関しては、通常
大学生が大活躍してくれている裏方
の仕事の大半を、社会人合唱団、少
年少女合唱団の大人たちが担うとい
うことで、運営することとなった。大
学生たちはようやく後期授業から対
面授業を一部再開するところが出て

きた。サークル活動についても、早晩ある程
度の制約を受け入れつつ、情熱が途切れな
いように、そして歌いたいという欲求を少しで
も満たすことができるように活動再開できる
ことを願っている。
　本番当日を迎えた。雨上がりの曇り空の
中、緑に囲まれた体育館に、みずみずしい中
学生高校生の歌声が響き渡る。学校内での
練習ではマスク着用が新しい日常となってし
まった今、ソーシャルディスタンスを確保し
ながら、マスクを取って目の前に広がる観客
席に向かって伸び伸びと歌う姿は、この半年
以上にわたって失ってきた「合唱のある風景
」が甦った瞬間であった。
　歌い手の表情が見えることがこんなにも
聴き手に対して訴える力があるものかと感じ
させてくれただけでなく、我慢を強いられな
がらも、こうして歌を捨てずにできることをコ
ツコツと積み上げて、私たちに素敵な演奏を
聴かせてくれたすべての合唱部のみんなに
は頭が下がった。本当にありがとう。
　換気のために開けている扉の向こうから、
鳥のさえずりが聞こえてきた。皆が待ちに待
った幸せな一日であった。

出来事ファイル

　元町６丁目商店街でレザー商品の製造販売を手掛け、神戸レ
ザー協同組合の理事長もつとめる片山喜市郎さんは、このほど同
組合として、神戸牛の皮革を使った高級ランドセルを商品化した。
内装は神戸の街をイメー
ジしたチェック柄「神戸
タータン」を採用、「品質
はもちろん、デザインにも
こだわった。レザーと神戸
タータンを若い世代の方
にも身近に感じてもらえ
たら」と片山さん。　
（写真：神戸新聞より）

■神戸レザーでランドセル
　ＪＲ元町駅の近くにありながら、駅構内では気配すら感じさせな
い元町商店街。その不便を解消しようと８月２０日（木）、ＪＲ元町駅
東口の改札口からフォームへ向かう中ほどの広場に、元町商店街の
案内標識がお目見
えした。商店街の東
入り口を中心にした
図柄で、一目でそれ
とわかるもの。標識
の下部には、来街者
用に元町商店街の
ＰＲ誌収納ポケット
も設けている。

■ＪＲ元町駅東口に“元町商店街”

□読者プレゼント
　神戸駅東クリーンチームは９月２日（水）12時からハーバー懇談会地
域のクリーン作戦を実施した。エスタシオン・デ・神戸から１２名、ネッツト
ヨタ兵庫㈱から23名が参加、猛暑のなか、ごみ回収用具持参で汗を流
した。元町通７丁目チームは、リーダー店の都合により参加を見送った。

■神戸駅東地区クリーン作戦

　展覧会鑑賞ご希望の方は、
はがきに住所・氏名・年齢・本
紙へのひと言を添えて編集部
まで。先着５名の方に、ペア招
待券をお送りします。

　江戸時代の女性たちは何を考え、どのように生きたのでしょうか。本展で
は、千姫や田ステ女、大石りく、緒方八重などの著名人から商屋や庄屋の女
性など、“ひょうご”ゆかりの無名の人物まで取り上げながら、多様な江戸時
代の人生について考えます。

特別展 「女たちのひょうご」－千姫から緒方八重まで－

◇こうべまちづくり会館ギャラリー（無料）　℡３６１－４５２３
　１０月  １日（木）～１０月  ６日（火） 第15回 朋の会水彩画展
　１０月  ８日（木）～１０月１３日（火） ソフィア展
　１０月１５日（木）～１０月２０日（火） 神戸写遊会
　１０月２２日（木）～１０月２７日（火） 第２５回 森の会展
　１０月３０日（金）～１１月  ３日（火） アルペジオ合同作品展
◇元町映画館（有料）　℡３６６－２６３６
　９月２７日（日）～１０月  ２日（金） 『すずしい木陰』
　９月２７日（日）～１０月  ９日（金）
　　『なぜ君は総理大臣になれないのか』
　　『アンナ・カリーナ 君はおぼえているかい』
　　「ミシェル・ルグランとヌーヴェルヴァーグの監督たち』
　　『凱里ブルース』
　１０月  ３日（土）～１０月  ９日（金） 『追い風』
　１０月  ３日（土）～１０月１６日（金）
　　『ちむぐりさ 菜の花の沖縄日記』
　１０月１０日（土）～１０月１６日（金）
　　『愛国者に気をつけろ！鈴木邦男』・『血筋』
　　『タッチ・ミー・ノット～ローラと秘密のカウンセリング～』
　１０月１０日（土）～１０月２３日（金）
　　『鬼手』・『ロングデイズ・ジャーニー この夜の涯てへ』
　１０月１７日（土）～１０月２３日（金） 『蒲田前奏曲』
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編　集　後　記

　栄町通まちづくり委員会は、９月11日（金）
10時から10時30分まで、栄町通を中心に、
ゴミ拾いと不法ビラ撤去、自転車・バイクな
どへの不法駐輪警告チラシ取り付け作業な
ど、栄町通クリーン大作戦を実施した。参加
者は、（元栄海三丁目協和会）奈良山喬一、
（神戸市）西山昌樹・川口雄也、（広島銀行）
曽我部真介、（兵庫県信用組合）吉田雅人・
岩田彩希・宮本輝吉・田川智之・小林泰彦、
（㈱ＫＫテクノ）松本美紀・手槌菖惟、（神明
倉庫㈱）十時実希、（㈱イーエスプランニン
グ）磯部勇太、（三鈴マシナリー㈱）安本真、
（佐野運輸㈱）志賀俊之・末松明、（大一産
業㈱）渡部友貴、（新光明飾）中川俊・西村友
博・篠原博明・大森貴美子、（佐田野不動産
㈱）佐田野宏之、以上22名のみなさんでした。
毎月第２金曜日午前10時、栄町通６丁目佐
田野不動産前集合の上、実施しています。お
気軽にご参加ください。

場所：兵庫県立歴史博物館
　　  ℡079-288-9011
期間：10月３日（土）～
　　　１１月２３日（月・祝）

　１０月１７日（土）～１０月３０日（金）
　　『本気のしるし』
　１０月２４日（土）～１１月  ６日（金） 『はりぼて』
　　「生誕100年 フェデリコ・フェリーニ映画祭」
　１０月３１日（土）～１１月  ６日（金）
　　『zk 頭脳警察50 未来への鼓動』
　１０月３１日（土）～１１月１３日（金）
　　『マルモイ ことばあつめ』

体育館での演奏はソーシャルディスタンスを確保体育館での演奏はソーシャルディスタンスを確保

ネッツトヨタ兵庫㈱のみなさんネッツトヨタ兵庫㈱のみなさん エスタシオン・デ・神戸のみなさんエスタシオン・デ・神戸のみなさん
千姫姿絵　江戸時代　弘経寺（茨城県常総市）蔵

常総市指定文化財
千姫姿絵　江戸時代　弘経寺（茨城県常総市）蔵

常総市指定文化財

この日を待ちに待っていた歌声を披露する中学生たちこの日を待ちに待っていた歌声を披露する中学生たち
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平野義昌

　1933年から35年（昭和8～10年）、宇野千代は「中
央公論」に小説「色ざんげ」を断続的に4回掲載した。
洋画家・東郷青児の告白をもとにした小説だ。神戸諏
訪山が登場する。　　
　千代と青児の関係は複雑だ。29（昭和4）年12月か
ら30（昭和5）年5月まで千代は報知新聞に小説「罌
粟はなぜ紅い」を連載する。29年10月から12月、神戸
に滞在して関西各地を取材した。大阪の梶井基次郎
が題名をアドバイスした。物語は、男が妻に刃物で復
縁を迫る無理心中事件から始まる。妻は既に新しい
家庭を持っていた。男だけが生き残り、罪を償って社
会復帰。亡妻の娘が成長、外国人に監禁されガス事
故に巻き込まれる。男が助け出すが、娘は犯人の子を
身ごもっていた。年月が経ち、娘は歌劇の花形女優に
なっていた。因果が絡み悲劇が続く。補註1
　千代はこの小説のため青児に取材を思い立ち、手
紙で申し込んだ。29年3月、青児は恋人と心中事件
（刃物とガス）を起こし、大きなスキャンダルの渦中に
あった。千代は上京当初のレストラン勤務時代に青児
と知り合っていた。30（昭和5）年4月、二人は面談し、
その日から青児宅で同棲してしまう。千代は才能ある
美形文化人に惚れるし、惚れられる。このとき青児は
首の傷跡に白い包帯を巻いた状態、蒲団には事件の
血痕がこびりついたままだった。註1
　青児には忘れることのできない愛の証だったのだ
ろう。
　青児の絵は描けば売れた。金遣いも派手だ。そのう
え千代と住む洋館を新築する。千代も絵を売りに歩
き、大阪・神戸にも足を伸ばしている。経済的に落ち
着くと、青児は心中事件のことを話し始めた。それが
「色ざんげ」。文字通り恋多き男の懺悔である。補註2
フランス帰りの画家・湯浅は妻子と別居状態。カフェ
やダンスホールで遊び、良家の娘とゲームのような恋
愛を楽しんでいる。本命の相手は高級軍人の令嬢・
つや子、父親は交際を認めず、彼女を渡米させる。傷
心した湯浅はパーティーで知り合ったとも子と結婚す
る。正妻とは離婚未成立だ。まもなく、とも子はボーイ
フレンドと失踪。神戸滞在の情報を得て、湯浅と彼女
の母親が追う。
〈翌朝神戸へ着いたのは九時を何分か過ぎていた。
僕らは自動車を駆ってオリエンタルホテル、東亜ホ
テルと探して歩いて最後に諏訪山ホテルへ行き（後
略）〉註2
　宿泊名簿に偽名ながらとも子の筆跡があった。
既に広島に向けて出発していた。湯浅は汽車内で
とも子を発見すると母親に任せ、須磨駅で下車し、
東京に戻る。湯浅は帰国していたつゆ子と郵便局
留めの電報で連絡を取り合っていた。最後は無理
心中事件である。
　湯浅らは最終汽車に乗車したので神戸滞在は半
日のみ。ホテル、三宮駅（現在の元町駅）、神戸駅、中
央郵便局などを巡っているが、肝心の「諏訪山ホテル」
はフィクションである。　
　諏訪山には温泉があり、料亭・旅館が軒を並べて
いた。今その面影はない。諏訪山は山の名、山上の諏
訪神社にちなむ。神社は仁徳天皇の時代に信州諏訪
大社（7年ごとの御柱祭で知られる）から奉斎された
と言われる。山の麓は旧「中宮村」、古代から6戸の家
が神社と古墳を守る特殊な村だった。

　山一帯は諏訪山公園、麓に町名「諏訪山町」がある
ものの、兵庫県庁北側（中山手通、山本通）を広く諏
訪山と呼ぶ。官公庁街、文教地区、高級住宅街である。
中山手通4丁目には神戸市立諏訪山小学校があった
（統合され、現在こうべ小学校）。古地図「摂州神戸山
手取開図」（1872年、横浜開港資料館蔵）に南北道
路「諏訪筋通」が見える（註3）。県庁から諏訪山に向か
う道路の元の姿だろう。
　明治初期、諏訪山開発に大きな役割を果たしたの
が県吏・関戸由義（せきとよしつぐ、本稿[75]参照）で
ある。居留地造成、道路整備など神戸の都市計画を
推進した。自らも土地投機に参加している。1875（明
治6）年、近隣旧村（北野、花隈、宇治野、走水、二つ茶
屋、神戸）の墓地を統合して、諏訪山の東側堂徳山の
麓に共同墓地を造成した。77（明治8）年、南側の旧神
戸村出郷・城ヶ口（じょうがぐち）（補註3）に本願寺派
説教所（城ヶ口説教所、光尊寺）を誘致した。註4
旧村地域は今後の発展と住民増加が見込まれた。こ
の不動産開発に地元の三志摩商会（旧三田藩主従に
よる薬品商社）はじめ政商・豪商が動いた。
　諏訪山は近隣村々の入会地だった。平地のあちこ
ちには共有の農業用溜め池もあった。関戸が土地を
購入したが、開発資金は乏しかった。71（明治4）年頃、
京都の豪商・小野組に譲るも破産、官有地になる。73
（明治6）年、兵庫県は諏訪山神社境内三千坪を公園
に指定し、文明国としての公園整備を目指す。　　
　同年麓で鉱泉が発見された。いろいろ本をめく
るが、発見者は「英人」としか記載されていない。
「飲めば胃を治し、湯に浴すれば万病に効く」と伝
えられる（註5）。花隈の料亭「常磐花壇」前田又吉
（補註4）が関戸と三志摩商会の協力を得て「常磐楼
」を出店、繁盛する。82（明治15）年には「常磐東店」
「常磐中店」「福原常磐店」を出店。系列の店が宇治
川河口、兵庫湊町にもあった。山を被うように続々
と温泉料亭が建つ。図
　宮崎修二朗の文学史が「中常磐」ゆかりの文人を
語る。92（明治25）年頃、尾崎紅葉が中山手7丁目在
住の文学仲間・丸岡九華宅に滞在し、入浴に通った。
1901（明治34）年、ホトトギスの俳人・中村楽天が宿
泊した折、数日前の宿帳に半井桃水（樋口一葉の師）
ら文人3人の名を発見している。註6
　陳舜臣は中国の革命家・孫文（1866～1925年）の
訪問を紹介する。孫文は同胞の多い神戸に何度も来
た。1913（大正2）年、孫文は第二革命に失敗、台湾を
経て亡命してきた。
〈ときの兵庫県知事服部一三は、失意の孫文を慰め
るために、一夕宴席を設け、／／踏まれても　なお萌

えいづる春の野の　若菜や　やがて花ぞ咲くらん
／／の短歌を贈った。／金星台の麓のやや東よりに
あった料亭「常磐花壇」がその場所だったという。〉
註7
　温泉は子どもにも人気があった。
〈……湯ぶねは子供が泳げるくらい広く、大きな冷泉
の浴槽もあったため夏休み、子供の温泉行は泳ぐこ
とがその最大の目的であった。〉註5

註1　宇野千代『生きて行く私　上・下』毎日新聞社、1983年
註2　宇野千代「色ざんげ」『宇野千代全集第3巻』中央公論社、
1977年
註3　大国正美編著　『古地図で楽しむ神戸』風媒社、2019年
註4　赤松啓介『神戸財界開拓者伝』太陽出版、1980年
註5　『生田いまむかし』生田区振興連絡協議会（生田区役所振
興課内）、1975年
註6　宮崎修二朗『環状彷徨　ふるさと兵庫の文学地誌』コー
べブックス、1977年
註7　陳舜臣『神戸ものがたり』平凡社ライブラリー、1998年
補註1　「罌粟はなぜ紅い」は中国地方の村で始まり、関西各地
から東京に舞台を移す。神戸では阪神電車瀧道駅（現在の神戸
三宮駅）が出てくる。
補註2　千代と青児面談時期は連載終盤である。それまで手紙
のやり取りがあったのか、単行本出版時に改稿したのか、不明。
千代の小説『或る男の断面』（講談社、1984年）では電話で取材
を申し込み、会っている。千代はお金のやりくりから青児の服飾、
マナー、文章作法までこまごまと世話をした。小説を書けなかっ
た。30（昭和5）年11月『罌粟はなぜ紅い』単行本（中央公論社）
発行、青児が装幀。翌年、千代の掌篇小説に青児が挿絵を添え、
装幀もした豪華限定本『大人の絵本』（白水社）出版。〈こんな理
想的なカップルはめったにない筈なのに数年で別れてしまった
のは、私の読みが浅く、宇野さんの稀に見る女らしさと濃やかな
思いやりが摑めなかったことと、私が希代の浮気者だったため
である。〉（東郷青児「宇野さんのこと」『宇野千代全集第三巻』月
報、中央公論社、1977年）
　33（昭和8）年、青児と心中相手の恋愛が再開する。青児に
とっては永遠の恋人だった。『色ざんげ』完成前に千代と青児は
別離。36（昭和11）年千代が創刊した雑誌「スタイル」で仕事上の
関係は長く続いた。78（昭和53）年青児は旅先の熊本で急死。直
前、千代に『大人の絵本』新版の計画を話していた。
補註3　史料では城ヶ口は江戸期を通じて神戸村の一部とさ
れる。朝廷から生田神社に賜った「神戸（かんべ）」44戸はここと
される。「城」は、花熊城説と再度山の多々部城（室町末期の山
城）説がある（『角川日本地名大辞典28兵庫県』角川書店、1988
年）。
源平・生田の森の戦いで梶原景季一党が「箙の梅」「梶原の井」
など奮戦する。城ヶ口村には功績を記念する「梶原二度憩の石」
があったが、明治の市街地開発の際に消失した。戦後新しい碑
が県庁近くの栄光教会に据えられたが、これも阪神淡路大震災
復興工事中に行方不明になった。
明治初め「城ヶ口町」になる。1873（明治6）年南北5本の道路整
備で「城ヶ口筋」完成。74（明治7）年「山本通」に町名改正（神戸
史学会『新神戸の町名』神戸新聞総合出版センター、1996年）。
1915（大正4）年、墓地は堂徳山に移転して、「追谷墓地」。28（昭
和3）年、墓地跡に「国立移民収容所」ができた。地名「城ヶ口」は
残っていない。
補註4　88（明治21）年前田又吉（1830～1893年）は京都に進
出し、常磐ホテルを開業（京都ホテルオークラの前身）。82（明治
15）年、諏訪山に又吉の功績を記した「又吉泉記」の碑が建立さ
れた。図の右端に描かれている。死後の93（明治26）年、伊藤博
史他、神戸政財界人によって顕彰碑と銅像建立。銅像は戦争で
供出され、2つの碑は京都に移設。神戸に又吉の痕跡は残って
いない。

諏訪山界隈（1）

「諏訪山温泉　常磐楼」の西半分。『豪商神兵湊の魁』（原本は1882年垣貫與祐出版。1975年神戸史学会復刻）「諏訪山温泉　常磐楼」の西半分。『豪商神兵湊の魁』（原本は1882年垣貫與祐出版。1975年神戸史学会復刻）

海という名の本屋が消えた（83）
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